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紋別市

人口 20,773人 （2022年9月30日現在）

面積 830.70㎢ （全国57位）

小学校６校、中学校３校
児童生徒数 1,192名（2022年9月30日現在）

オホーツク総合振興局
3市14町1村 人口7位 面積2位 ／14振興局中

人口 266,974人（2022年8月31日現在）

面積 10,691㎢ (岐阜県10,621㎢とほぼ同じ)

小学校74校、中学校45校、義務教育学校3校
児童生徒数 17,791名（2022年5月1日現在）
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○住民に開かれた教育行政を目指す取組
～総合教育会議、教育委員会会議等での実践～

はじめに
教育行政は、首長の所管とする一般行政から独立した合議制の教
育委員会を執行機関としています。教育委員会は教育長と４人の教
育委員（条例により人数が異なる）により構成され「政治的中立性
の確保」「継続性・安定性の確保」「地域住民の意向の反映」等が
合議制の理由とされています。

平成27年に施行された地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の改正は、教育委員会制度の課題として指摘されていた以下の点の
解決を目指したものと言われています。

・権限と責任の所在が不明確であること

・地域住民の意向を十分反映していないこと

・教育委員会の審議等が形骸化していること

・迅速さ、機動性に欠けること

この課題のうち、権限と責任の課題及び迅速さ、機動性の課題は、
教育委員長と教育長を一体化した新教育長の設置により、地域住民
の意向反映の課題は首長が教育長を直接指名することや総合教育会
議などで関与を強めることで解決を図る方策が進められました。 3

ただ、地域住民の意向反映の解決方策である総合教育会議
の開催回数は、全国的には年ごとに減少していると言われて
おり、改善の余地があります。

さらに、教育委員会の審議は形骸化しているとの指摘もあ
り、その理由は、教育委員が十分な情報を持つことが難しい
ことや小規模市町村教育委員会の事務局体制が不十分である
ことが要因とされています。

これら教育委員会制度の課題は、住民に教育行政の理解を
進め、住民の意見を取り入れる機会を増やす各種会議を活用
することで、改善が期待できます。

北海度紋別市では、令和２年から総合教育会議、教育委員
会会議、学校運営協議会など、住民の教育行政への理解を深
め、広く住民の意向を聞いていく会議について、さまざまな
開催の工夫を行い、住民に開かれた教育行政を目指していま
す。
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⊶⊶⊶・教育委員会・⊷⊷⊷

・学校教育に関すること

・生涯学習及び青少年に関すること

・体育、スポーツの振興に関すること

・芸術、文化活動の振興及び支援に関すること

・文化財、歴史的建造物等の保護・保存に関すること

・高等学校の支援及び紋別市学生寮に関すること

・学校図書館の支援に関すること

市長権限である総合教育会議に関する
事務については、学務課庶務係が補助執行
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教育部長

教育委員会機構図

令和4年4月1日時点

職員総数３3名

12名 2名 ６名 3名 ４名 ４名

教育委員

教育長
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⊶⊶⊶⊶⊶⊶⊶⊶⊶ ・市 役 所・ ⊷⊷⊷⊷⊷ ⊷⊷⊷⊷
総務部

・市政の総合企画及び調査
・公聴活動、広報に関すること
・財政、入札等に関すること
・市税の賦課、徴収 等

市民生活部

・戸籍及び住民基本台帳等手続
・国民健康保険、国民年金手続
・環境衛生、交通安全に関すること
・医療給付に関すること 等

保健福祉部

・高齢者、障害者及び児童等の福祉
に関すること

・福祉施設、社会援護に関すること 等

産業部

・水産業の振興奨励に関すること
・商工業の振興、労政に関すること
・バス等交通対策に関すること
・農林業及び畜産業に関すること 等

建設部

・土木、港湾に関すること
・都市計画、建築、営繕及び公営住宅
に関すること 等

水道部

・水道、下水道に関すること 等

主
な
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容
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市役所機構図
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○総合教育会議、教育委員会会議開催の工夫

◇市の教育施策の広報・普及の場

◇「承認」主体の会議から「議論」主体の会議・「広報」の会議へ

◇教育への無関心・無批判は教育環境の悪化を招く
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○総合教育会議

【目的】会議の公開及び報道等により、市民からの教育活動への関心を引き、

意見をもらう環境を整えることで、よりよい教育行政を目指す。

◇教育委員が参加しやすいよう、教育委員会定例会（月１回13時30分から）

後に総合教育会議（15時から）を設定している。

会場：文化会館⇒市役所120ｍ（徒歩１分）

◇総合教育会議に首長部局（政策担当部局）の出席、参加を図ることで、

ＳＳＷ・ＳＣの増員等、予算が必要な施策の実現に繋がった。

◇テーマによって福祉担当部局や市民活動担当部局の出席も行っている。

◇外部有識者の参加による効果（不登校対策等のテーマでは、適応指導教室指導

員、ＳＣ、ＳＳＷ、中高生の居場所づくりの代表が参加し、生の声を伝える）

◇今後の活用方針、テーマにより、会議に学識経験者などの参加を図り、

理解促進を図っていきたい。
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○北海道紋別市総合教育会議の開催状況

（令和２年１月～令和４年４月） 8

開催日 議題

令和2年2月27日 総合教育会議について

令和2年3月26日 令和2年度紋別市学習指導の充実に向けて

令和2年4月16日 令和2年度紋別市児童生徒の体力向上に向け
て

令和2年5月14日 不登校児童生徒への対応につい

令和2年6月18日 GIGAスクール構想について

令和2年7月16日 コミュニティ・スクールについて

令和2年9月17日 紋別市教育大綱の改定について

令和3年1月21日 紋別市教育大綱（素案）について

令和3年2月18日 地域部活動について

令和3年3月25日 紋別市教育大綱について

令和3年4月15日 紋別市新型コロナウイルス感染症対応につい
て

令和3年5月13日 成年年齢の引き下げに伴う対応について

令和3年7月29日 住民に開かれた教育行政を目指す取組につい
て

令和3年9月16日 令和3年度紋別市の学力状況について

令和3年11月18日 不登校について

令和4年1月20日 紋別市の学力について

令和4年2月17日 紋別市の体力・運動能力について

令和4年4月21日 小中学校の統合・再編について

参考：会議録（紋別市役所HPで公開）

https://mombetsu.jp/soshiki/kyouiku/2020-1130-1629-96.html

北海道紋別市総合教育会議の様子



○総合教育会議が発端となった施策と効果

《直接的効果》

◇不登校対策のためのＳＳＷ・ＳＣの増員

◇「市民に開かれた教育行政」との評価（報道機関・市議会から）

◇学力対策（平均正答率の公表などと合わせて）

⇒関心、批判、対策を求める声

《間接的効果》

◇いじめの重大事態の予防

（定期的な開催で重大事態が起きていない確認・認識）

◇新型コロナウイルス感染症対策
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○出張教育委員会

《発端》

◇教育委員会は公開されているが、ほとんど傍聴者がいなかった

《検討経過》

◇市の面積が広い（昭和29年に合併・旧紋別町、渚滑村、上渚滑村）

◇休日・夜間開催⇒教育委員の仕事や職員の勤務時間の調整が必要

◇インターネット中継

⇒職員のスキル、機材技術的課題、会議運営担当者の負担増

《出張教育委員会の実施》

◇地元の学校なら足を運んでもらいやすい

◇住民の傍聴を直接呼びかけることができる

◇住民と教育委員会の直接対話ができる
10



○北海道紋別市出張教育委員会の開催状況

（令和２年１0月～令和４年6月） 11

開催日 会場 議案等

令和２年
10月29日

小向小学校体育館 ・経過報告・今後の予定について
・令和2年度教育委員会各課事業結
果（前期）について
・紋別市青少年問題協議会委員の
委嘱について
・小向小学校の教育活動について

令和３年
6月17日

上渚滑小学校体育
館

・紋別市携帯電話の取扱い及び情
報モラル教育の推進等に係る基
本的な指導方針について
・経過報告・今後の予定について
・上渚滑小学校の教育活動について

令和３年
10月28日

渚滑中学校体育館 ・紋別市立学校における働き方改革
アクションプラン（第2期）の制
定について
・経過報告・今後の予定について
・令和3年度教育委員会各課事業結
果（前期）について
・渚滑小学校の教育活動について
・渚滑中学校の教育活動について

令和４年
6月23日

小向小学校体育館 ・紋別市学校文書取扱規程等について
・紋別市健康プール条例施行規則の一
部改正について
・紋別市少年補導センター設置規則の
一部改正について
・小向小学校の教育活動について 等

参考：会議録（紋別市役所HPで公開）

https://mombetsu.jp/soshiki/kyouiku/gakumu/kyouikuiinnkaikaisaizyouky
ou.html

北海道紋別市出張教育委員会の様子



○教育委員が学べる環境

◇他の自治体教育委員会への研修視察

（令和２年２月 埼玉県戸田市教育委員会視察）
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総合教育会議・教育委員会会議の活性化には、

教育委員に十分な知識を伝え、意欲を向上させる仕組みが必要

開催月日 主催 名称等 内容

R3.11.15 北海道 令和3年度市町村教育
委員会新任委員研修会
（Zoom）

授業改善、ＩＣＴ活用、
感染症対策に係る講義

R4.1.13 北海道 オホーツク管内市町村
教育委員大会に代わる
研修（Zoom）

初等中等教育の動向、
カリキュラム・マネジ
メントに係る講和

R4.2.10 文部科学省 令和3年度第4回市町村
教育委員会オンライン
協議会（Zoom）

地域と学校の連携・協
働、学校における働き
方改革について

◇各種研修参加


